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☑実施 （実施していることを確認） ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 施設見学申し込み記録表 排出事業者視察（契約前、定期） 

見学・視察対応（行政、自治会、学校、企業等）特に新規について

は、要望に応じてお互いの認識の齟齬を確認する。年間 1,000人以

上。 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） ☑ □ □ さがみはら SDGsまなべるマップ 出展履歴（産業観光ツアー、学校出前授業、リサイクルフェア出展、

環境学習講演）相模原市からの依頼でＳＤＧｚパートナーとして視察

対象となった。小学校に呼ばれて食品ロスについて教える。３２校 

廃棄証明証の提出 ☑ □ □ マニフェスト、廃棄証明書（要求あれば） 災害備蓄品について持ち込まれたもの 

法令の相談にのっている ☑ □ □ 随時、電話相談・問い合わせに対応 一般廃棄物・産業廃棄物の区分の相談 

付加価値商品の紹介（消臭剤他） ☑ □ □ お中元・お歳暮等 取引先にご案内している。優とんや旨香豚といったブランド豚の紹介

によるリサイクルループの構築・企業価値向上 

排出事業者に出向いて分別教育 ☑ □ □ 契約時に資料を提供、現地に赴いて説明 禁忌品などの確認 

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

 □ ☑ □ 会社ホームページ 新着情報でアナウンス実施 

生産者へのヒアリング結果を報告 □ ☑ □ 内部での取り扱い メーカーとの状況情報交換、エコフィード製造事業者の情報公開（神

奈川県に情報提供） 

インターネットによる情報公開（見える化） ☑ □ □ 会社ホームページ 自社が紹介された番組の周知、トップページに乗せている 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 成分分析書 まれにぶれの範疇について知りたい。養豚事業者から要望のあった場

合などは開示 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ お中元・お歳暮等 取引先にご案内している。優とんや旨香豚といったブランド豚の紹介

によるリサイクルループの構築・企業価値向上 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 ☑ □ □ お中元・お歳暮等 お中元、お歳暮のタイミングで話し合いをしている。新しい外食産業

との話し合いなど。優とん等の販売業者や食肉加工業者と積極的に意
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見交換を行っている。 

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

☑ □ □ 神奈川県 畜産課 マッチングサイト 

 

 排出事業者と農家とリサイクラーを結びつける 

国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

□ ☑ □   

生産者の活動をＰＲ支援 ☑ □ □ 掲示物でアピール 工場見学時に積極的にＰＲ 

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □ リキッド給仕システムの故障 修繕作業を行う（有料） 

 

 

□ □ □   

６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 ☑ □ □ 施設見学申し込み記録表 相模原市内外からスタディーツアーを受け入れ。年間の見学者数は

1,000名以上 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） □ ☑ □   

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） ☑ □ □ 工場見学、学校出前授業、リサイクルフェア出展、環

境学習講演等 

見学者からは、良い工場ですねという感想を多く言われる。またこん

なに食品廃棄物が廃棄されているのですか？と排出事業者側への批判

を言う消費者も一部いるが、排出事業者として三分の一ルールの見直

しや食品ロス削減に努力していることを、リサイクラーの立場から消

費者に説明している。いまだリサイクルしないで、焼却している食品

関連事業者も多いことも補足説明している。 

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 ☑ □ □ さがみはらＳＤＧＳ メディア等 イベントへの参加や取材を積極的に受けている 

フード・アクションアワードへの参加 □ ☑ □   

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ 工業団地内 年に２回程度 総会が年１回。環境週間に合わせ、工場周辺の清掃を

行った。 

住民説明会の実施（定期・随時） □ ☑ □ 工業団地内 （関係自治会無し）  

イベントの開催または支援 □ ☑ □ 工業団地内 ボーリング大会などがある 

苦情受付の受付と対応 ☑ □ □ 搬入車両の混雑等 工業団地内の近隣会社に事前連絡をしている。 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

☑ □ □ 相模原市の学校給食リサイクル、スタディーツアーの

受入れ 

小学校１７カ所 給食センター１カ所 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ メール文の保存、会議議事録の作成 市廃棄物対策課・神奈川県畜産課等と継続的に意見交換。相模原市は

月１回以上、畜産課については四半期程度  

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ メール、Zoom会議レコーディング、業界誌 全食リ連、ＦＡＭＩＣ情報メール、月間廃棄物等での情報収集 



提案等 国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 ☑ □ □ 講演・出展一覧表 産廃協会、JICA、各種講演 

国や地方自治体からの専門委員委嘱 ☑ □ □ 高橋 巧一 一般財団法人 日本規格協会 食品ロス及び廃棄に関する国際標準化

委員会委員等 

国や地方自治体からの表彰授与 ☑ □ □ パンフレット参照 第 2回 ジャパンＳＤＧＳアワード他多数 

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □ 見学申込書（各種団体、学校の社会見学） ホームページからの申し込みが多い。 

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ 更新許可講習会、産廃講習 東京都の講習会 社員教育として産業廃棄物処理講習会（処理業者向け）ユーチューブ 

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

☑ □ □ エコフィード認証取得 一般社団法人 日本科学飼料協会 FE飼料 A 23第 12号 

FE飼料Ｂ29認証第 10号 

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 □ □ ☑   

大学など地元研究機関や試験場と連携した高品

質化・安全性評価の向上 

☑ □ □ 日本大学 佐伯先生の訪問指導及び Zoom交流 日本大学、麻布大学などと連携して飼料品質の向上を図る。卒業論文

の作成にも助力 

 
地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） ☑ □ □ 社として状況確認のほか、ドライバーが納品時に積極

的に会話して現状を確認 

くいつきなどの確認 

 

１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 

 

コメント 

研修会等

への積極

参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 各種講習会終了証、施設技術管理士、安全運転管理者

講習、産廃更新講習等 

大型免許などの取得補助、フォークリフト、ボイラーなど会社経費負

担 バイオガス技術習得コース バイオガスサポート㈱ 約 1か月 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

☑ □ □ オルタナフィード 饗庭社長 日大 佐伯先生 相模

原市の補助金 

社内研修会の実施、大学教授と相模原市の団体と協力して DX化につ

いての検討を実施 

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定等他 

☑ □ □ 資格一覧表 獣医師免許、食品衛生責任者、甲種防火管理者、普通ボイラ－溶接

士、小型移動式クレーン運転技能講習会修了証、車両系建設機械（聖

地等）技能講習終了証、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習

終了証、玉掛け技能終了証、有機溶剤作業主任者技能講習会修了証、

ガス溶接技能講習終了証、危険物取扱免状等、他多数 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

□ □ ☑ 今後、代表の髙橋以外で参加を検討 今後社員が受ける予定（ＧＭＰ講習）適正製造規範 

高齢者雇

用推進 

全食リ連（令和 4年版）高齢者雇用ガイドライン

を活用しているか？ 

☑ □ □ 全食リ連高齢者雇用セミナーに参加 高橋代表取締役が検討委員会委員に就任し、ガイドラインの策定やセ

ミナーでの事例発表を行った。 

 

 

 

 



特記事項 

① 政令指定都市である相模原市が SDGsに大変、力を入れている自治体であること。 

② ㈱日本フードエコロジーセンターは、相模原市の SDGsパートナー企業として参画し、さがみはら SDGs学べるマップに掲載されており、見学コースに登録されている。 

③ 毎年、年間 1,000人を超える施設見学者がある。 

④ メディアをはじめ、マスコミなどに取り上げられる機会が多く食品リサイクル業界内でも特出している。 

 

総評 

① ５年前の審査と比較して、責任者である高原事業部長（41才、在籍９年目）の書類管理や事業説明、質疑応答について自信を持って話ができるようになっていた。専門知識や経験が積み上げられている。 

② この５年間で、新型コロナウイルス及び、アフリカ豚熱(ASF) 豚熱（CSF）新・加熱処理基準へのダブル対応で、人と豚へのウイルス対策に大変苦労をなされた。 

③ 一方で、人事の新陳代謝が進み、人の入れ替わりが多かった。新規メンバーによる組織の底上げなされており、外部からの新たな人材能力が加わった結果、各部門ごとのコミュニケーションが横断的に行われ

ているのが、社内会議議事録により明確に記録され情報共有されていることは、大変すばらしく、各責任者の責任の所在が明らかになっている。 

④ その結果、髙橋代表取締役が、会社にいなくても会社が回るようになっていたことが、５年前と比較して一番成長している部分であると感じた。 

⑤ 今後、飼料化事業に追加して、実験養豚農場、メタン化・肥料化も計画されていることから、食リ業界をリードする先鋭的な企業として更なる成長を続けることに期待したい。 

 

 

 

 

 

 


